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第１２回「現場見学会」質問表 

項目 三平山トンネル工事について 

① 

講 師 

西日本高速道路（株）中国支社 米子高速道路事務所 

蒜山工事区工事長 

仁 科 雅 登 

 

質問者 
受講番号 ２４ 

 

質 問 

 工夫した点や、ICT の活用があれば、答えられる範囲で結

構ですので、教えていただきたいです。 

 

 省力化・省人化技術・工法を取り入れておられれば教えて

頂きたいです。また、採用されていた場合、設計時から入

れられていたのか、工事で変更されたかを教えて頂きたい

です。 

 

回 答 

●工夫した点 

〇三平山トンネルの地質が悪い地山であり、トンネル掘削時に

内空変位が大きい傾向がみられたため全断面早期閉合工法を採

用することで変位の発生を抑制した。 

〇トンネル吹付け面を平滑に仕上げることで、覆工コンクリー

トの背面空洞の発生防止と材料ロス低減を行った。 

〇深礎工のコンクリート打設において、最大 50m 程度の垂直落

下となり材料分離が懸念されたため「M-Y ミキサ」を使用し、

材料分離の発生を防止した。 

 

●ICT 

〇起点側の切土部にマシンガイダンス付きバックホウを導入し

た。 

〇トンネル坑内に Wi-Fi 環境を整備し、カメラを設置し PCやス

マートフォンなどで作業状況を確認できるようにした。 

〇トンネル切羽付近に AI カメラを設置し、ずり出し時に人が立

ち入った場合には警報を鳴らして重機を停止するというシステ

ムを導入した。 

 

●省力化技術 

トンネル覆工コンクリート自動施工システムを導入しており、

覆工コンクリート打設時の打込み、締固を自動で行うことで、



作業員の経験や技量に依存せずに品質を確保したコンクリート

の施工ができる。また、作業員のバイブレータを使用した締固

作業が必要なくなるため省力化がはかれる。 

技術提案として採用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項目 大江川橋他１橋（ＰＣ上部工）工事について 

② 

講 師 

西日本高速道路（株）中国支社 米子高速道路事務所 

伯耆工事区工事長 

釘 本 敦 司 

 

質問者 
受講番号 ２５ 

 

質 問 

 工夫した点や、ICT の活用があれば、答えられる範囲で結

構ですので、教えていただきたいです。 

 

 省力化・省人化技術・工法を取り入れておられれば教えて

頂きたいです。また、採用されていた場合、設計時から入

れられていたのか、工事で変更されたかを教えて頂きたい

です。 

 

回 答 

● A2 橋台前面の地山の 3次元測量を実施し、移動作業車との

干渉を確認しました。検証の結果、地山と移動作業車が干

渉することが判明したので、移動作業車を改造し、地山と

の接触を避けることができました。 

● 省力化・省人化技術・工法は、採用していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






